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【研究目的】 

高齢者におけるフレイル予防の推進のために、食生活面では多様な食品を摂取することが

重要である。一方、高齢者が長年の食習慣を変えること、また無関心層に食の重要性を普及

することが課題となり、フレイル予防の推進を妨げる一因となっている。本研究では誰もが

訪れるスーパーマーケット（以下、スーパー）に着目し、店舗における行動変容アプローチ

による介入が高齢者の食品摂取多様性の向上へもたらす効果を明らかにすることを目的と

する。 

【研究の必要性】 

健康寿命延伸に向けて高齢者のフレイル予防を推進するために、食生活面では多様な食品

を摂取することが重要である(1)。一方、高齢者が長年の食習慣を変えること、また無関心

層に食の重要性を普及することが課題となり、フレイル予防の推進を妨げる一因となって

いる。この現状の解決のために、地域の食の供給拠点であり誰もが訪れるスーパーに着目し、

スーパーにおける行動変容アプローチによる介入が、高齢者の食品摂取多様性の向上へも

たらす効果を明らかにする必要がある。 

 

【研究計画】 

1. 研究デザイン及び調査方法 

研究デザインは非ランダム化比較試験とし、全 15店舗有するスーパーチェーンを介入

フィールドとする。介入店舗（7店舗）にはソーシャル・マーケティング及びナッジを

用いた介入を実施し、対照店舗（8店舗）は通常通りの営業を行う。介入の評価につい

て、スーパーから提供を受ける売上データを用いて介入店舗と対照店舗の比較を行う

（7か月間の介入効果を評価）。 

2. 調査項目 

食品摂取多様性スコア（以下、DVS）を構成する 10 食品群（肉類、魚介類、卵類、大豆



製品、乳製品、緑黄色野菜、海藻類、果物類、いも類、油脂類）合計の売上及び食品群

毎の売上の群間の変化を分析する。DVS とは 10 食品群の摂取頻度に基づき算出するも

のだが、DVS が高いことは、筋力や歩行速度の維持(1)、フレイル予防(2)と関連するこ

とが報告されているため、構成要素の 10 食品群を本研究の評価に用いることとした。

各店舗における売上データは、介入前後のレジ通過客1000人当たりの売上金額（以下、

PI 値：Purchase Index）の経年変化を二元配置分散分析にて比較する。統計的有意水

準は 0.05 とする。 

 

【実施内容・結果】 

山梨県を中心に 15店舗展開する株式会社いちやまマートにて、事業を実施した。介入には

ソーシャル・マーケティングの手法を用いた(3)。ソーシャル・マーケティングは、介入の

ターゲットを明確に定め、確実に情報を届けるための戦略として公衆衛生分野でも活用が

進んでいる手法である(4)。本研究では、表 1のソーシャル・マーケティングの各ステップ

に基づき、介入を検討・実施した。本研究のプロトコルの詳細は、プロトコルペーパーとし

て報告している(5)。 

 

 

1. 介入内容 

本研究の介入は、先行研究に従い、情報提供、教育機会、サポート環境の 3つの軸で構

成した。 

(1) 情報提供 

食事の多様性の重要性を強調したコアメッセージを、ソーシャル・マーケティン

グのプロセスで優先オーディエンス（ターゲット層）の聞き取り調査を通じて開

発した。本研究における優先オーディエンスの選定には TARPARE 法を用い(6)、「健

康に関心があるが多様な食品を摂取できていない 70 歳代女性」と決定した。作成

されたメッセージは、ポスター、チラシなどの手段で利用者に伝達した。一例とし

て、ポスターを図 1 に示す。また、いちやまマートの Web マガジンにて、多様な

表1．ソーシャルマーケティングプラン作成のための10ステップモデル（Lee and Kotlerモデル）

ステップ1 社会的課題や背景、プロジェクトの目的と焦点の記述

ステップ2 状況分析（SWOT分析）の実施

ステップ3 優先オーディエンスの選択

ステップ4 行動の目標とゴールの設定

ステップ5 優先オーディエンスにとっての障壁、利益、動機因、競合、重要な他者

ステップ6 ポジショニングステートメントの開発

ステップ7 マーケティングミックス戦略（4P）の開発

ステップ8 評価プランの開発

ステップ9 予算と資金の調達

ステップ10 実施プランの作成

Nancy Lee, Kotler. P. Social Marketing: Behavior Change for Social Good, 6th eds.: SAGE Publications;
2019.の日本語訳



食品摂取を促すテーマを中心とした健康長寿のための食生活情報を記事として発

信した（計 13回）。記事の一例を図 2に示す。 

 

(2) 教育機会 

計 5 回の教育イベントを開催し普及啓発

を行った（2024 年 12 月 10 日、2025 年 5

月 10 日、19 日、8月 26 日、27 日）。イベ

ントの内容はレポートの形で、いちやまマ

ートの Web マガジン及び SNS（LINE 及び

Instagram）で展開した。 

上記のうち 1回は、簡易健康チェック会を

併せて開催し、握力や歩行速度の測定結果

を即時フィードバックすることで、行動変

容へのきっかけを提供した。 

 

(3) サポート環境 

店内環境を設計することで多様な食品群

の購入を促すプログラムとして、弁当及び

惣菜のうち、DVS を構成する 10 食品群を

多く含む商品に含まれる食品群数が分か

る内容の POP を掲示した（図 3）。また、

いちやまマートのLINEアカウントとして

健康増進に寄与する情報やイベント通知

を連絡するためのプラットフォーム「い

ちやま健幸倶楽部」を作成し、利用者と店

舗間のコミュニケーションの基盤を形成

した（図 4）。 

 

2. 分析結果 

本研究開始前からの期間の売上推移の傾向を

把握するために、2023 年 7月から 2025年 6月

末までの期間における DVS を構成する 10 食

品群の合計の売上、及び食品群毎の売上にお

ける、PI 値を算出した。10 食品群合計の PI

値について、両群間の推移に有意な違いはみ

られなかった（時間×群の交互作用P=0.167）。

また、食品群毎に見ても、有意な違いは確認

されなかった（別添図 1～11）。 

 図 2. Web マガジンの情報提供の一部 

図 1.情報提供介入に用いたポスター 



 

 

【考察と今後の課題】 

本研究では、スーパーにおける高齢者の食品摂取

多様性向上のための行動変容アプローチ介入の効果を検証した。その結果、DVS を構成する

10 食品群の購買行動に対する介入の効果としての時間と群の交互作用は認められなかった。

運動普及分野の先行研究では、地域レベルの行動変容介入の効果を出すためには、1年とい

う期間では短い可能性が示されている(7)。この先行研究では、行動変容に至るまでの期間

として、5 年間かかったことが報告されている(4)。一方で、行動の前段階として変化しう

る「気づき」及び「知識」の要素は 1年間の介入で効果が認められたと報告されており(7)、

本研究の延長として 2024 年 10 月～11 月にかけて実施する調査では、気づき及び知識の要

因への効果も検証していく。本研究では、地域レベルのアプローチにおいては行動変容に至

るまでに、中長期的な期間が必要であることを示唆した。今後、中長期的な介入の計画及び

実施による地域レベルでの行動変容の効果を検証することが求められる。 
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